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日

本

銀

行

鴻

資

問

題

ぴ
な
が
ち
最
近
一
一
百
年
間
会
(
増
資
を
行
は
合
る
ご
箇
の
事
費
を
濁
擬
す
る

E

乙
舎
は
自
ち

中

央

銀

行

増

資

の

僚

依

如

何

を

測

定

す

る

じ

難

し

と

せ

少

。

日

本

銀

行

役

る

唱

の

百

年

前

広
英
蘭
銀
行
の
潟
し
食
る
所
を
態
ぴ
て
可
な
る
の
理
あ
ち
ん
や
。

8会

労

働

者

の

組

織

気

賀

勘

議

撃哩毘!I

、

枇
労
働
者
保
謎
を
目
的
と
せ
る
ヱ
場
法
案
な
る
が
も
の
禁
日
目
公
表
せ
ら
れ
て
近
く
帝
閣
議
舎
の

一 一 一一一一一-ーーー・・ 4_""ーω ョーーす一一一一 一..‘ 

而
し
て
世
間
の
之
に
鈎
ず
る
批
評
は
隈
々
枕
る
が
中
に
も
、
一
一
般
に

畿
に
.
附
せ
ち
れ
ん
と
す
。

35 

法

案

の

内

容

を

税

れ

ば

単

に

婦

女

及

び

年

少

者

の

勢

働

時

間

限

定

を

主

眼
I
C

せ
る
宅
の
に
し
て
、
持
働
者
に
封
す
る
立
法
的
保
護
の

J

初
歩
の
一
階
段
に

渇
ぎ
ポ
J
I
C

縦
号
、
兎
に
角
、
紙
切
働
者
の
地
位
総
捗
の
必
一
裂
の
漉
く
一
般
に
認
め
ら
る
、
仁
遅
れ
る

の

徴

殺

と

し

て

吾

人

は

之

を

慶

す

る

仁

践

路

せ

歩

。

然
f

り
と
蹴
省
航
労
働
者
保
護
の
眼
目
、
文
る

国

民

衛

生

の

よ

よ
λ
ソ

之

を

税

る

宅

路

大

叉

労

働

者

自

身

の

直

按

の

利

盆

よ

ら

之

を

翻

る

も

姉

女
及
川
ω
年
少
航
労
働
者
の
保
護
は
未
だ
以
て
充
分
の
策
ー
と
お
ふ
を
得
、
チ
。
壮
年
持
働
者
の
保
諮
ー

理
想
的
な
る
工
場
践
の
制
定
サ
亦
来
、
だ
以
て
充
分

ι錯
す
を
得
ヂ
ー
具
に
蚊
労
働
者
の
地
位
を

拶
働
者
の
組
織
、

之
、
が
必
要
を
認
り
る
唱
の
、
、
如
じ
。

}一一五‘
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働
努
者
の
綴
織
に

一
的
め
多
奴
民
衆
、
の
踊
利
必
熔
滋
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
努
働
者
を
し
て
臼
ら
衛
i
y
自

ら

怒

り

の

締

純

子
山
義
ひ
、
白
主
自
衛
の
紫
カ
乞
備
ベ
し
め
ず
ふ
可
ら
み
え
一
般
合
各
方
耐
の
人
士
じ
於
け
る
よ
」
等

し
(
、
紙
切
働
者
に
誠
I

り
て
も
其
地
位
滋
捗
の
錦
に
最
も
必
W
K
且

つ

有

数

な

る

は

臼

設

的

活

動

な

白

ち

衛

ゐ

の

精

神

な

く

安

力

な

さ

者

を

感

じ

他

働

的

方

法

仁

依

A
ツ
〈
保
護
す
る
は
持
多

一一
一

f

六

ぐ

し

て

数

mm
甚
だ
少
な
き
を
渇
れ
歩
。

州
労
働
者
に
封
ず
る
立
法
的
保
護
は
勢
働
者
の
白
接
的

F 

.. 里""怠$"宅宝究_，.."陪-宮司帽ー明開・・・ー-~→←一一

。
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η
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自
衛
的
行
動
と
相
待
も
て
初
て
能
く
其
目
的
を
惑
す
る
を
件
可
し
。
有
名
な
る
猫
簿
一
の
一
工

業

監

督

官

官

て

日

く

直

接

の

関

係

者

就

中

被

保

護

者

食

ゐ

勢

働

者

自

身

が

工

場

法

の

執

行

を

恕
助
し
、
其
執
行
機
関
仁
後
援
を
奥
ヘ
、
該
機
関
の
監
督
助
成
な
を
も
能
く
自
ら
先
会
仁
法
律
規

， 
F 

F 

定

の

滋

行

を

期

し

得

可

し

と

斜

す

ほ

ど

の

信

念

&

抱

か

合

る

が

如

を

場
A

W

C

は

最

良

の

監

督

立
法
的
保
護
規
定
の
遂
行
ず
ら
ぬ
仰
ほ

官
沖
、
何
等
の
成
績
を
噂
げ
得
る
も
の
に
非
歩
一
再
々
?
ζ

。

且

つ

斯

の

如

し

。

況

ん

や

保

護

規

定

以

上

下

瓦

に

一

歩

を

進

め

て

持

働

者

の

地

位

を

安

企

礎

資
な
ら
し
め
ん
と
す
る
仁
於
て
を
や
。

日
誌
に
於
て
か
吾
人
以
工
場
法
案
の
議
表
に
依

'h
祉

関

の
注
意
漸
く
勢
働
者
の
地
位
挺
捗
策
の
上
に
性
が
る
、
、
の
今
日
に
際
し
、
努
働
者
自
衛
の
策
と

し
て
騰
、
北
叉
紙
切
働
者
を
し
て

i

自

殺

的

自

治

的

精

紳

を

起

ヨ

し

り

る

の

手

段

と

し

て

傍

働

者

の

組
織
閣
総
の
必
要
な
る
次
第
を
一
言
ず
る
の
婆
あ
る
を
捜
え
ヂ
ん
ば
あ
ら
か
』
る
な
ん
)

臨留組，

... 理""、

'
 

p
 

臨
終
の
枕
議
仁
弘
子
を
招
き
、
先
づ
一
矢
づ

-h

十
失
を
折
ら
し
め
て
、
然
ゐ
後
一
真
に
十
失
…
東

を
、
折
る
を
試
み
し
め
、
英
折
れ
な
る
を
見
〈
一
一
門
協
力
の
必
要
を
識
せ
ら
よ
二
五
ふ
古
英
雄
-
ー
の
慾

生
存
競
争
上
一
致
協
力
の
必
要
な
る
次
第
は
、
古
来
少
し
く
相
官
慮
あ
る

話
は
一
五
は
ホ
ー
が
も
あ
れ
J

者
の
一
般
に
悟
了
せ
る
所
に
し
て
、
優
等
樟
放
の
競
争
場
初
仁
勝
を
制
せ
る
所
以
の
主
と
し
て

此

組

織

闘

絡

の

設

問

な

る

仁

基

悶

せ

る

唱

の

な

る

こ

と

は

敢

て

摩

者

を

侠

も

て

後

初

て

知

ら

'一ー ー・ J ・ー白‘. '." 
. セ一 、

れ
・
大
る
の
事
費
に
非
歩
、
従
て
敢
て
復
、
t
M労
働
者
の
潟
に
特
に
…
致
閣
総
の
ゆ
獲
を
説
く
の
一
袋

な
品
己
が
如
し
と
雄
港
、
然
h
v
a
υ
、
説
経
線
開
一
枇
舎
の
組
織
よ
ら
観
れ
ば
奇
人
以
他
の
階
段
仁
比
し
て

殊
仁
傍
働
者
の
翁
仁
此
閑
結
の
必
要
あ
る
を
思
は
念
る
を
得
ー
チ
。
議
し
他
階
級
の
人
士
と
誕

な
L

リ
、
航
労
働
者
に
取
ら
て
は
一
一
致
問
結
は
総
務
的
競
争
場
裂
に
於
け
る
唯
一
の
誠
胤
州
、
唯
一
の
自

現
耽
舎
に
於
け
る
紙
切
働
者
の
地
位
以
貨
に
他
に
白
術
手
段

s'l 

衛
手
段
な
る
が
も
の
な
れ
ば
な
よ
り
。

の
頼
む
可
を
告
の
あ
ち
診
る
な

A
〆。

一
白
娘
、
個
人
の
自
由
主
個
人
の
自
家
責
任
を
以
て
各
人
の
潟
世
を
待
ー
す
る
を
根
本
的
原
則
と

野
働
者
の
総
織

u

J

F

E

A

勺

;

(

‘

、

J

・

1

1

2

L

市

…



. 
‘ 

‘、. 

類
、
働
者
の
総
~
織
~

ω

∞
せ
み
現
飽
蹴
制
枇
舎
に
於
て
け
い
掛
川
働
関
係
は
原
則

ιし
て
臼
由
契
約
の
定
ひ
る
所
仁
委
せ
ら
る
ぷ
悦

て
紙
切
働
者
の
地
位
進
亦
企
業
家
と
労
働
者
の
問
仁
任
意
的
に
締
結
せ
る
契
約
に
依
i

り
て
定
め

契
約
の
依
件
怠
に
綿
花
会
れ
ば
持
働
者
は
企
業
家
と
等
し
く
或
は
之
を
花

λ 

と
潟
せ
る
所
以
の
唱
の
は
、
畢
一
党
…
斯
る
外
相
仰
に
位
戒

3
れ
花
る
の
結
果
応
外
な
ち
診
る
な
t
り。

れ
ど
赴
れ
形
式
上
の
乙
と
の
み
。

然

三(~\.
へ 力子鰐聾覇時穏や制南朝間時間調鵬臨欄輔葛務担明暗顎間国樫躍回一一一一時

ら
る
1
B

次

第

な

'hv

不
日
し
得
可
く
或
は
其
幾
耳
を
野
手
V
L

一
袋
求
す
る
を
得
可
し
。

契
約
係
件
の
取
拾
の
白
山
間
阪
に

斯
の
如
く
自
家
…
の
構
内
に
存
ず
る
以
上
、
傍
働
者
以
能
く
充
分
に
自
家
の
利
盆
を
守
る
を
得
一
吋

く
べ
従
て
此
制
度
・
以
企
業
家
ド
ト
取
J

り
て
が
も
騰
、
党
叉
勢
働
者
仁
取
『
り
て
も
各
自
最
も
利
益
と
認
り

る
行
動
仁
出
で
、
各
自
の
資
力
に
勝
、
巴
て
最
大
の
利
誌
を
確
保
す
る
を
得
せ
し
む
る
最
良
の
策
、
党

筏
年
総
務
皐
者
が
自
由
主
義
、
個
人
主
義
の
現
終
掛
制
皮
を
謡
歌
し
て

る
の
槻
な
を
に
非
ホ

J
O

各
人
の
能
力
を
自
由
に
接
民
せ
し
め
、
各
人
を
し
て
最
宅
多
く
低
曾
仁
文
献
せ
し
む
ゐ
の
制
度

形
式
上
よ
ム
ツ
観
れ
ば
州
労
働
者
之
企
業
家
は
針
等
の
地
位
に

在
t
リ。

企
業
家
の
令
同
一
致
以
て
魅
力
を
労
働
者
仁
加
へ
芯
る
以
上
、
持
働
者
追
亦
敢
て
図
結

以
て
企
業
家
に
封
ず
る
を
必
要
之
す
る

E
な
、
か
る
可
し
。
自
由
主
義
に
必
酔
せ
る
皆
叫
怖
の
静
岡

路
者
が
、
企
業
家
及
び
枇
労
働
者
に
到
し
て
等
し
く
結
社
&
禁
止
せ
ふ
告
決
し
〈
定
な
ら
?
と
せ
ホ

J
O

然
ん
と
雛
-
信
事
費
上
よ
F

り
税
制
W

ば
雨
者
の
地
位
機
カ
は
決
し
て
卒
等
な
る
も
の
仁
非
タ
。

し
て
地
位
機
力
平
等
な
ら
ぎ
る
者
の
問
仁
於
け
る
契
約
は
決
し
て
務
等
な
る
な
得
る
唱
の
い
かヲ

イ師
附

d
q
A
e
 

両

-、

"、 な

非
常
ノ
、
動
等
な
ら
公
る
契
約
は
自
由
契
約
の
名
あ
る
落
事
業
上
自
由
の
貨
な
ぎ
を
菟
れ
ホ
ノ
。

引
げ
批
判
断
と
云
ふ
西
諺
は
這
般
の
消
息
を
一
部
す
の
好
比
輸
な
よ
り
。

一
般
の
企
業
家
を
以
て
百

獣
の
王
に
比
す
る
は
或
は
誇
張
北
る
宮
苑
れ
ぎ
る
可
営
号
、
落
仁
角
可
能
カ
は
様
利
な
よ
リ
L

と
一
誠
ヘ

る
ー
キ
が
ノ

l
L
の
金
言
は
此
場
合
仁
於
ぐ
唱
其
貸
を
見
る
可
く
、
笠
カ
薄
弱
な
る
献
労
働
者
は
一
般
仁

企
業
家
に
濁
し
て
充
分
に
業
構
利
利
袋
を
，
確
保
す
る
能
は
合
る
の
械
な
告
を
得
合
る
な
t
り@

企
業
家
と
勢
働
者
以
絵
律
上
野
等
の
糠
利
を
有
す
と
維
が
も
、
企
業
家

試
仁
之
を
設
か
ん
か
。

の
要
求
係
件
を
甘
諾
し
、
其
雇
傭
す
る
所
L
L

鋳
る
之
否
ー
し
は
勢
働
者
仁
取
t

り
て
は
所
得
の
得
挺

の
依
て
分
る
h

所
、
否
一
な
多
数
の
徒
端
部
じ
取
1

り
て
は
死
活
の
依
〈
分
る
、
、
所
、
党
る
な
よ
リ
。

仁
企
業
家
に
取

6
て
は
一
、
二
一
一
献
労
働
者
を
雇
傭
す
る
と
否
と
拡
慨
し
て
接
だ
し
く
霊
大
の
向
感

仁
非
歩
、
殊
に
大
企
業
家
上

6
概
れ
ば
事
業
の
怒
行
に
す
ち
殆
ど
影
響
せ
会
』
る
程
の
尚
一
一
事
な
よ
り
。

勿
論
、
持
働
者
会
部
在
失
ふ
に
於
て
は
、
企
業
家
は
事
業
を
潜
り
能
紘
ホ

f

、
従
て
白
家
の
総
糖
的
存

，
 

ω

立
を
危
う
せ
ら
る

i
j
G危
険
な
を
仁
非
ポ

Jι
雌
母
、
企
業
家
を
し
て
一
期
る
危
険
右
戚
ゃ
し
な
る

m
労

働

者
4

の
A

組

織
J

r

-

一}一九

然

る
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第
働
者
の
組
織
、

h

，

t

は
一
企
業
の
下
ー
に
於
け
る
持
働
者
全
部
、
が
一
一
致
開
始
一
燃
と
し
て
其
去
就
ー
を
共
に
す
る
場
合

一
部
弊
働
者
の
個
々
の
去
J

誠
治
退
は
決
し
て
甚
だ
し
く
企
業
家
に
痛
滞
を
戚
廿

お
来
、
企
業
家
と
州
労
働
者
は
相
互
相
依

b
相
補
ふ
の
地
位
に
す
位
i

‘問。

広
限
れ
い
ら
。

し
む
る
唱
の
に
非
ま
る
な
ん

J
O

-
り
て
闘
と
船
内
依
す
の
作
用
を
然
す
も
の
な
ん
J
A
」
縦
宅
、
英
数
等
の
賞
、
わ
る
は
一
企
業
家
と
務
企
業

家
の
下
に
使
用
せ
ら
ゐ
h

持
働
者
会
、
部
と
の
聞
に
在
よ
り
。

存
ず
る
の
事
貨
に
非
診
る
な

b'。
此

紡

土

b
観
れ
ば
一
千

λ
の
傍
働
者
を
伎
役
せ
る

て
企
業
家
と
各
州
労
働
者
I
C

の
間
に

量畢

一
大
会

轟震警護軍霊彊

業
家
仁
封
ず
る
一
人
の
鰍
労
働
者
の
貸
際
の
機
カ
は
、
該
企
業
家
の
一
千
分
の
一
に
相
等
す
と
一
五

ふ
を
得
可
く
、
一
千
人
の
M

労
働
者
一
致
結
合
し
し
て
初
て
一
企
業
家
と
刻
等
の
様
カ
を
共
ふ
る
を

得
可
を
計
算
な

bo
個
々
の
勢
働
者
の
白
由
仁
締
結
せ
る
持
働
契
約
が
封
等
契
約
の
貨
な
く

し
て
却
て
企
業
家
を
し
て
所
部
獅
子
の
割
前
を
得
せ
し
む
る
に
絞
I

り
、
傍
働
者
各
自
の
自
由
を

拘
束
せ
る
閥
髄
的
契
約
、
が
著
し
く
蜘
均
等
契
約
に
い
泣
き
貨
を
翠
十
る
を
得
せ
し
む
み
所
以
の
"
も

の
は
嘆
す
る
仁
斯
る
事
情
あ
る
が
銭
な
よ
り
。

枇
労
働
者
を
し
て
法
律
上
賦
輿

3
れ
れ
仏
る
自
由
契

約
の
利
益
を
確
保
せ
し
め
ん
が
然
仁
、
換
言
す
れ
ば
労
働
者
の
自
衛
の
絡
に

一
致
悶
結
の
初
夜

V 開 d

な
る
所
以
亦
、
党
多
言
を
嬰
せ
ム
ア
し
て
山
切
な
る
可
し
。

一
企
業
の
下
に
於
け
る
勢
働
者
悉
く
閣
総
せ
ん
〆
と
す
る
号
、
企
業
家
野
傍
働
者
の
抗
争
ぶ
際

し
て
は
企
業
家
は
峨
日
持
久
の
能
力
に
於
て
，
迩
仁
紙
切
働
者
仁
勝
る
の
利
鈍
あ
J

り
。
加
ふ
る
仁

企
業
家
に
比
し
て
努
働
者
の
数
議
仁
多
を
の
事
貨
は
企
業
家
を
し
て
容
易
に
他
仁
代
用
傍
働

者
b
z

求
り
る
を
得
せ
し
り
る
の
仮
み
i

ッ
。
企
業
の
規
模
湖
く
蔵
大
仁
般
を
て
令
一
業
家
に
鈍
す

る
各
個
勢
働
者
の
地
位
の
懸
隔
愈
々
甚
、
だ
し
を
を
加
ヘ
来
れ
る
現
今
の
枇
舎
に
於
て
は
、
傍
働

s

者
・
紘
一
致
闘
結
以
て
過
賞
の
い
組
織
を
設
く
る
に
非
な
れ
ば
自
家
の
利
谷
一
を
権
保
す
る

E
袋
、
々

難
を
を
菟
れ
叩
d

h
る
可
'
H
U
O

勿
論
、
企
業
家
拡
芯
く
自
家
の
利
誌
を
谷
広
し
〈
傍
働
者
を
虐
使
い
せ

ん
と
す
る
者
の
す
が
に
非
才
る
可
し
と
蹴
名
、
相
互
競
争
の
魅
力
以
多
数
の
企
業
家
宮
駅
1

り
て
叉

本
意
な
が
ら
宅
、
相
官
働
者
の
利
袋
を
佼
害
す
る
が
・
知
念
態
仁
出
で
し
り
る
bHM
免
れ
歩
。

‘
.
-
R
A

‘，
E

・z
E
E
'

・賞、
A
O
N
W
i

保
謎
の
効
カ
の
及
ば
才
る
勢
銀
問
題
の
如
を
方
而
仁
於
て
は
殊
に
然
t
リ。

者
の
翁
に
特
に
悶
紡
組
織
の
必
要
を
総
ひ
お
所
以
貨
に
此
仁
存
せ

bo

A
T
L
Y
P
1
式

Z

カ

マr
fノ
・
力

J

l

d
，
ち
ね
v

-平岡
管，...
ε唱 ...... 

ン
企
業
家
に
封
ず
る
傍
働
者
の
闘
機
と
し
て
現
今
議
活
進
歩
せ
る
H

も
の
は
制
労
働
組
合
な
る
可

し
α

而
し
て
紙
切
働
組
令
に
宅
数
積
、
あ
ふ
ベ
或
は
閥
横
同
臓
の
蚊
労
働
者
の
み
の
-
閥
紡
を
主
i
i
せ

努

働

者

の
J

組
織
'

~l 、

;二倒
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第

働

者

の

総

織

」

み
英
関
式
の
組
合
唱
み
れ
ば
、
叉
同
様
企
業
の
下
に
傍
鋤
せ
る
各
種
の
M
労

働

者

一

拐

を

結

合

せ

ん
、
と
す
る
米
図
式
の
組
合
唱
ゐ

60
凶

仁

依
1

り
て
は
各
様
各
職
業
の
鰍
労
働
者
斗
切
を
糾
合
せ

ん
と
す
る
枇
舎
品
般
的
の
組
合
を
見
る
が
加
を
有
様
な
れ
ど
も
、
併
し
、
労
働
者
の
閣
総
組
織
は
鼠
・

間
二

に
斯
る
鈎
企
業
家
的
組
合
の
み
に
・
止
ら
歩
。

一
枇
交
JF-
目
的
と
せ
る
閤
慌
が
も
あ
れ
ば
制
瓦
共
締

一

事

は

労

働

者

の

利

盆

促

進

の

翁

に

資

す

る

所

決

し

て

少

な

が

ら

や
c
v
心
可
し
。

設
し
、
閣
総
の

両官毒殺軒事問時日明品開~;.;."t'"~

を
主
眼
と
せ
る
側
四
人
官
・
も
あ
1
9
0

能
な
る
可
し
。

車
-
純
な
る
利
議
代
表
闘
機
も
'
わ
れ
ば
智
線
交
換
の
一
悶
慨
も
可

従
て
闘
機
の
施
設
亦
種
々
な
ら
と
雌
毛
、
組
織
の
稽
類
及
ば
施
設
方
訟
に
就
て

は
メk
f 

々
詳
に
之
を
論
暗
示
'
'
。

仰
れ
に
も
せ
よ
、
持
働
者
の
問
に
一
致
倒
結
の
組
織
存
ず
る
の

目

的

及

び

方

法

の

如

何

に

依
I

り
其
効
果
に
多
少
の
相
違
み
る
は
勿
論
な
る
可
き
・
号
、
兎
に
角
、
利

害
竣
過
を
等
ふ
せ
る
多
数
人
士
の
結
合
せ
る
の
事
交
は
、
時
に
臨
ん
で
峨
労
働
組
合
的
の
行
動
に

出
づ
る
を
容
易
な
ら
し
め
、
持
働
者
の
地
位
を
-
安
企
磁
安
在
ら
し

U
る

に

多

少

の

変

ず

る

所

あ

る

可

け

れ

ば

な

え

ん
じ
ふ
少
し
く
之
を
説
明
せ
ん
わ
。

先
づ
第
一
に
企
業
家
に
封
ず
る
労
働
者
の
地
位
が
閣
総
・
に
依

b
〈

議

闘

を

加

ふ

る

に

澄

る

拡
上
来
の
所
惑
に
附
加
し
て
略
々
明
な
る
可
し
。

組
織
設
問
な
る
峨
労
働
者
の
闘
機
が
企
業
家
じ

F
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訂
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、
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a
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h

野

し

て

殆

ど

劉

等

の

機

カ

を

具

備

し

、

傍

働

契

約

の

締

結

に

際

し

〈

勢

働

者

の

利

袋

を

確

保

す

る
の
放
あ
.
る
可
き
は
勿
論
、
縦
令
闘
結
の
左
程
設
問
な
ら
才
る
闘
憾
と
維
が
も
、
多

J

数

相

結

べ

る

の

一
事
は
自
ら
企
業
家
を
し
て
孤
立
孤
行
の
各
個
似
労
働
者
に
封
ず
る
よ

b
q
其

利

益

を

微

震

せ

し
む
る
の
安
な
を
を
得
安
。
、

何
と
な
れ
ば
多
少
気
脈
相
滋
や
る
峨
労
働
者
仁
封
ず
る
滋
皮
の
騒

治
拡
容
易
に
其
峨
労
働
者
議
を
し
て
企
業
家
仁
反
抗
す
る
叢
凶
な
る
閣
憾
に
織
燃
や
し
む
る
つ
説

あ

る

可

け

れ

ば

な
1

り
。
而
し
て
企
業
家
、
が
獄
く
労
働
者
の
窓
忘
乞
零
愛
ず
る
乙
と
愈
々
加
は

る
じ
従
ぴ
、
持
働
者
は
復
、
北
谷
一
々
企
業
家
の
命
に
唯
々
是
れ
従
ふ
の
孫
々
を
に
琵
・
6
、
自
家
の
利

続
上
よ

2
9
打
算
せ
る
労
働
依
件
を
主
張
し
待
可
ぎ
が
故
仁
、
持
働
依
件
は
自
ら
多
少
改
良

3
る

る
所
あ
る
可
く
、
叉
斯
く
て
改
良

3
れ
北
る
傍
働
総
件
は
践
・
濁
傍
働
者
の
孤
立
部
行
、
企
業
家
と

直
接
交
渉
し
て
建
し
得
、
北
る
改
良
依
件
よ
I

り
も
、
企
業
家
の
任
意
の
幾
瓦
改
認
を
蒙
る
乙
と
少

な
が
る
可
し
。

換
ウ
一
目
す
れ
ば
直
接
叉
は
間
接
仁
同
業
者
の
闘
機
の
後
援
あ
る
場
合
に
は
持
働

者
は
献
労
働
依
件
改
良
の
目
的
を
詮
ず
る

t
容
易
な
る
可
を
の
み
な
ら
歩
、
一
度
改
良

3
れ

な

る

依
件
を
維
持
永
綴
す
ふ
乙
と
唱
亦
大
に
容
易
な
る
に
変
る
可
し
。

赴
れ
川
労
働
者
の
閣
総
ょ
ん
，

総

生

水

J

る

直

接

の

一

大

利

設

な
1
9
0

第

働

者

の

総

織

‘凶

_， 
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賦
労
働
者
の
錦
織

之
i
L
同
時
に
外
、
一
枇
舎
一
一
般
に
鈎
し
て
-
宅
亦
傍
働
者
は
閣
総
に
依
t

っ
て
大
に
勢
力
を
加
ふ
る

砂

t
y
o
一
一
傍
働
者
の
不
卒
、
比
一
一
々
、
花
る
一
徒
.
輩
の
主
張
け
い
概
ね
怯
問
の
胤
感
ナ

限 z

側

仁
容
一
る
可
し
。

る
所
?
と
焦
点
'
な
る
の
常
な
る
号
、
統
一
仁
一
一
間
般
、
一
一
組
合
の
主
張
宣
言
と
云
ヘ
ば
多
少
世
間
の
耳

殊
仁
有
力
な
る
組
合
が
利
縫
代
表
閤
憾
と
し
て
組
合
員
の
利
盆
を
主

張
擁
護
す
る
仁
於
て
は
禁
欲
巣
の
大
な
る
乙
?
と
到
.
鼠
各
人
一
一
騎
打
の
行
動
の
比
に
非
主
る
可

例
令
ば
欣
労
働
者
に
・
有
利
な
る
怯
律
の
規
定
の
企
業
家
の
潟
に
俊
犯
吃
ら

を
は
論
を
侠
食
品
少
。

目
配
芯
く
の
安
あ
1

り。

る
、

t
あ
る
が
も
、
傍
働
者
に
自
家
の
利
築
許
擁
護
す
る
の
組
織
な
ぎ
に
於
て
以
主
役
犯
は
多
く

判
事
闘
な
る
蛾
労
働
組
令
一
の
其
傍
に
立
中
り
紙
切

は
不
同
に
付
せ
ら
る
-h

を
免
れ
合
る
可
き
が
如
し
。

働
者
に
有
利
な
る
法
律
規
則
の
蹴
行
を
監
腕
督
賊
す
る
あ
る
の
邦
岡
仁
於
て
、
M

労
働
者
保
識
の

名
無
安
に
締
せ
ん
と
す
る
の
欣
あ
る
が
如
き
は
悲
し
之
が
然
な
よ
ツ
。

多
年
ー
峨
労
働
者
保
設
の
術

規
定
の
数

mm
悲
し
く
、
之
に
反
し
て
航
労
働
者
の
組
A
q

な
き
場
令
に
於
け
る
保
護
規
則
の
徒
に
有

仁
嘗
れ
る
老
工
場
監
督
官
が
保
護
規
則
の
‘
励
行
仁
勢
働
者
の
後
援
の
必
…
裂
な
る
次
第
4

ど初ム一一日

民
主
的
な
る
蛍
今
の
一
枇
合
仁
於
け
る
傍
働
者
の
利
議
促
滋

せ
る
宅
亦
ー
蛍
な
z
り
と
一
五
ふ
可
し
。

に
一
般
舎
一
般
の
後
援
の
必
要
な
る
は
・
論
歩
る
迄
も
な
く
、
市
し
て
此
鮭
舎
の
後
援
を
得
ん
が
処

仁
傍
働
者
の
組
織
図
紡
の
必
要
日
な
る
は
正
仁
斯
の
如
晶
芝
公
も
の
あ
る
な

6
1

J
e

暗

合

然
れ
ど
闘
機
組
織
が
紙
切
働
者
の
錦
め
締
批
准
舎
の
鵠
じ
利
設
な
る
は
如
上
の
ニ
紡
よ
'
り
が
も

自
家
の
後
仁
一
致
閣
総
せ
る
同
業
者

惚
γ

ろ
勢
働
者
自
身
の
啓
務
訓
練
の
手
段
、
食
ゐ
仁
在
J
o
d
o

の
闘
機
を
挫
で
自
家
の
要
求
の
正
賞
な
る
場
合
仁
於
て
は
英
関
憾
の
後
援
を
得
る
の
些
あ
る

の
事
貸
は
自
ら
枇
労
働
者
各
自
を
し
て
自
家
の
地
位
を
脱
却
知
せ
し
め
、
大
に
白
蜜
vむ
を
強
際
せ
し

り
る
唱
の
あ
る
は
勿
論
、
岡
蹴
&
組
織
し
て
紙
切
働
者
自
ら
'
A

成
以
其
閤
髄
の
事
務
設
局
者
t
ζ

し
て

栂
々
の
事
務
と
複
雑
な
，
る
組
織
の
戦
局
と
に
営

b
、
識
は
責
任
あ
る
議
員

ιし
て
組
合
の
合
議

に
列
席
し
、
複
雑
な
る
利
容
問
題
を
討
議
す
る
の
局
仁
和
町

AJ、
締
役
玖
は
闘
閣
が
責
任
あ
る
代
表

者
と
し
て
枇
舎
の
他
の
方
面
の
人
士
と
折
衝
す
る
乙
と
あ
る
等
の
結
果
は
白
ち
峨
労
働
者
を
し

て
自
治
の
同
仰
を
習
得
せ
し
む
る
の
資
あ

60

而
し
て
此
自
治
の
風
mm'
は
勢
働
者
を
し
て
路
仁

45-

被
傭
者
と
し
て
殆
ど
感
脅
す
る
を
終
ぎ
る
幾
多
の
相
官
議
及
び
能
力
を
習
得
せ
し
む
る
の
放
あ

る
な

-60
要
す
る
仁
自
重
一
必
の
斡
畿
よ
し
自
治
的
能
力
の
養
成
止
は
労
働
省
の
人
格
を
両
日
hw-
集

能
力
の
接
民
を
充
分
な
ら
し
り
る
が
潟
に
必
要
な
る
一
大
要
件
仁
し
て
、
一
枇
合
教
育
上
腿
蹴
ナ

可
ち
ま
み
の
一
大
利
第

ι云
ふ
可
く
、
共
利
読
の
及
余
所
は
決
し
て
傍
働
務
自
身
の
上
の
み
仁

野
働
者
の
小
組
織
一

γ

ド
4

リ

1

9

四
五

; 
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第
働
者
の
組
織
川

J

止

ま

ら

含

み

な

AJO

議
し
之
が
錦
に
傍
働
者
な
る
一
一
新
階
級
が
初
て
強
行
政
に
参
輿
し
得
ゐ

の
能
力
を
備
ヘ
来
。
、
此
に
政
治
の
よ
広
一
新
要
素
を
加
ふ
る
い
L

至
る
可
く
、
共
結
果
会
行
政
が

四
六

動
々
、
令
す
れ
ば
偏
頗
な
る
階
級
政
治
の
性
貨
を
税
は
し
て
壮
舎
の

目

的

化

事

を

決

す

る

乙

と

あ

る

が

如

を

弊

容

を

阻

止

す

る

に

歪

る

可

け

れ

ば

な

ら

。

一
部
階
級
の
利
益
の
み
宏

A

b

p

、
〉

一
g
u

理会面壁掛H晶軍事記官乱M 地日明盛由時鳴門品---←干R 円一・ーーιー一

政
治
が
盆
々
民
主
的
傾
向
?
"
帯
び
来
れ
る
蛍
今
に
於
て
は
殊
仁
然
L
ツ
口
健
全
な
る
舵
舎
の
後

建
は
自
治
的
能
力
を
備
ふ
る
人
士
の
数
多
乏
を
加
ふ
る
に
後
ぴ
謎
々
完
み
一
な
る
を
得
る
唱
の

な
』
り
と
せ
ば
、
労
働
者
の
閣
総
の
祉
曾
滋
惑
上
必
要
な
る
乙
と
彼
女
多
当
日
を
婆
せ
な
る
可
し
む

閥

佐
々
に
し
て
瀦
々
の
恭
泉
恭
効
に
・
馳
す
る
が
'
却
を
、
以
印
す
り
是
な

tpe

政

策

以

多

く

勢

働

者

の

給

枇

を

禁

止

せ

る

の

風

あ

60

之

を

以

℃

諮

問

従

来

の

鰍
労
働
関
係
が
一
般
に
役
務
的
規
定
に

， i~ :_. 

小宮戸時

然

A-J
よ
」
雌
る
致
用
の
側
面
に
は
多
少
の
弊
容
な
き
に
非
歩
。

風
潮
間
に
慣
熟
せ
汐
る
枇
合
ピ
於
て
は
傍
働
者
の
闘
結
は
勃
々
が
も
す
れ
ば
常
軌
を
逃
せ
る
の
行

殊
仁
傍
働
者
の
・
示
、
だ
白
治
的

動
に
出
，
で
、
古
仁
企
業
家
本
来
の
利
揺
を
佼
容
ず
る
の
み
な
ら
ふ
夕
、
甚
だ
し
き
に
歪
L
り
て
は
枇
舎

の
安
寧
秩
序
を
棄
す
が
如
を
泉
勤
に
出
づ
る
乙
と
世
間
其
例
じ
乏
し
か
ら
み
少
、
同
盟
問
問
ヱ
が

4 、..~~ ~-. ~、，

依
よ
リ
て
律
せ
ら
れ
北
る
職
業
組
令
制
度
の
時
代
に
桟
t
り
て
は
、
間
一
給
し
て
瓜
商
法
規
定
以
外
の

h

傍

働
依
件
を
強
要
す
る
が
如
を
は
恰
弘
義
務
に
封
ず
る
一
穫
の
背
叛
と
者
倣
す
可
く
、
従
て
斯
広
一
一

強

要

の

嫌

あ

る

結

枇

を

禁

止

せ

る

も

mm
も
不
瞥
と
一
万
ふ
可
ら
も
d

る
次
第
な
る
が
も
、
勢
働
依
件
の

別
公
務
的
規
定
}
般
に
厳
止
せ
ら
れ
れ
比
る
の
今
日
に
於
て
眠
、
期
る
禁
令
は
会
く
呉
存
鋭
の
理
由

を
認
り
る
を
得
、
下
。

結
社
拡
個
人
の
自
由
を
拘
束
す
る
の
勢
あ
ん
と
の
設
な
を
仁
非
合
る
始
、

閣
総
に
依
よ
り
て
傍
働
者
の
蒙
る
自
由
の
束
縛
が
地
位
の
都
立
的
な
る
鴻
仁
蒙
る
誕
束
縛
よ
t
り

も

議

仁

忍

ρ
可
守
い
も
の
な
る
次
第
時
、
議
仁
述
べ
北
る
所
に
依

ιリ
て
明
な
る
可
し
。

主
(
扶
恰
各

紙
労
働
者
保
護
法
の
規
定
の
自
由
拘
束
炉
事
費
上
紙
労
働
者
の
自
由
の
束
縛
を
増
加
せ
歩
し
て
却

て

企

業

家

の

錦

仁

加

へ

ら

る

、

英

束

縛

を

緩

う

す

る

の

変

あ

る

が

如

し

。

企

業

家

以

縦

令

ぴ

結
祉
の
擦
に
曾
ふ
も
一
其
数
割
合
仁
少
な
く
且
つ
祉
交
上
英
他
の
舎
令
を
利
用
し
て
窓
易
に
結

祉
に
等
し
を
貨
を
泉
げ
得
可
く
、
従
て
歌
て
菜
採
令
の
潟
に
勢
働
者
に
艶
す
ふ
自
家
の
地
位
を

部

羽

仁

せ

ら

み

-h

が
如
を
虞
な
し
と
織
が
も
、
持
働
者
仁
歪
よ
り
て
は
郎
お
然
点
ノ
ヂ
。
閣
総
結
祉
は

企

業

家

に

封

ず

る

業

唯

一

の

権

力

手

段

食

i
り
。
従
て
結
一
般
の
終
止
拡
抑
制
よ
ツ
枇
労
働
者
に
潤
し
て

此
唯
一
の
一
様
カ
手
段
ぞ
誠
奪
ず
る
偏
頗
の
彪
能
文
る
を
宛
れ
歩
。
各
闘
が
十
九
世
加
山
中
広
於

傍

働

者

の

組

織

ー

四

七

、‘.白、、
・h

4'1 

6 会



1 

‘ 
‘ 

、.

9 、

第

働

者

の

門

組

織

そ

四

八

持
て
蹴
・
次
此
禁
を
解
〈
仁
淫
れ
る
は
奨
仁
史
な
I

り
と
云
ふ
可
し
。

3
は
れ
、
結
一
枇
間
関
結
の
自
由
は
ー

事
原
則
上
今
日
一
一
般
仁
認
容
コ
ッ
ρ
k
n

仁
歪
れ
f

っ
一
と
機
号
、
多
少
の
法
律
的
盤
に
行
政
的
.
制
限
の
今

治
問
ほ
依
然
と
し
て
之
仁
加
へ
ら
る
i
l

の
風
占
め
る
は
資
に
遺
隊
、
J-
一
五
は
芳
γ
る
を
得
A
F
J

滋
て
傍

働
者
の
結
祉
に
濁
し
て
特
仁
訟
体
上
叉
は
行
政
上
の
侠
貨
を
血
ハ
ふ
る
の
必
要
は
一
帝
人
之
を
認

め
?
と
縦
号
、
第
働
者
の
紡
献
に
針
し
て
多
少
他
の
結
社
以
上
の
制
限

k
加
へ
ん
と
す
る
は
頗

る
汗
忍
平
の
蕗
龍
之
一
お
は
診
る
を
得
本

J
O

少
な
く
と
活
磁
係
普
通
の
結
祉
之
等
し
く
之
を
取

扱
ふ
乙
そ
宝
蛍
の
彪
控
之
一
万
ふ
可
を
な
れ
。
特
に
・
下
級
者
慌
の
倒
髄
i
し
し
て
之
監
制
限
す
る

は
弊
働
者
の
人
格
乏
無
税
し
、
薬
精
一
料
的
上
慾
を
抑
感
ず
る
の
弊
ゐ

bo

の
手
段
之
し
て
取
る
可
き
の
策
仁
非
公
る
可
し
。

立
法
上
絡
に
行
政
上

:fi喝

一
裂
す
る
仁
、
持
働
者
の
地
位
促
逃
正
一
五
ふ
紡
よ
ら
翻
れ
ば
工
場
法
其
弛
の
立
怯
仏
間
航
労
働
者
保

穫
は
外
科
的
手
術
の
如
く
、
而
し
て
之
仁
濁
し
て
紙
切
働
者
自
身
の
組
織
問
結
叶
仲
間
問
抵
削
た
る
の

統
あ
'0・

0

身
機
内
部
を
強
抵
仁
ず
る
を
謀
ち
ヂ
し
て
徒
に
外
科
的
手
術
の
み
に
訴
へ
ん
と
す

る
は
欝
療
の
良
絵
仁
非
公
る
と
等
し
く
、
工
場
訟
の
み
じ
依
ー
り
て
峨
労
働
者
の
地
位
上
経
を
謀
ら

‘ 

'，1'5' 

‘ 

ん
と
ず
る
は
決
し
て
策
の
得
た
る
替
の
に
非
な
る
一
月
し
。

働
者
の
閣
総
組
織
も
亦
甚
だ
必
要
な
I
9
0

而
し
て
労
働
者
自
衛
の
手
段
之
し
て
之
宮
観
れ
ば

工
場
訟
の
必
要
な
る
と
等
し
く
努

批
労
働
者
の
給
一
般
拡
恰

-g
利
刀
の
'
却
し
。

、
J 、

40 

制
抑
道
未
熟
の
徒
輩
に
利
刀
を
利
用
せ
し
め
ん
と
す
れ

ば
往
々
に
し
て
人
を
窓
口
し
自
己
を
傷
ふ
F

と
あ
る
を
苑
れ
才
る
と
等
し
く
、
訓
練
少
な
き
労
働
者

を
し
て
悶
結
せ
し
ひ
れ
ば
往
々
恭
翠
暴
動
仁
出
で
、
他
を
容
し
自
己
を
損
ふ
乙
と
あ
る
な
念

l
'

を
保
せ
も
d

る
可
し
。
然

6
と
雌
昔
、
此
危
険
損
傷
を
恐
れ
て
全
く
之
を
利
用
せ
し
め
才
れ
ば
労

働
d

者
拡
永
く
自
衛
の
手
段
を
失
ぴ
、
英
地
位
の
安
岡
上
准
の
途
永
久
仁
社
塞

3
る
h
b

を
菟
れ
品
少
。

是
に
於
て
か
五
日
人
は
M

労
働
者
を
し
て
此
利
器
の
利
用
に
憤
削
減
せ
し
む
る
の
必
要
を
戚
性
才
る

を
、
得
、
ヂ
。
枇
労
働
者
の
自
脱
却
必
米
、
だ
級
建
せ
ホ
J

、
自
重
自
治
の
風
脅
捌
'
刻
せ
る
我
邦
の
労
働
者
の

潟
に
は
特
に
業
必
要
あ
る
を
脱
却
ゆ
る
な

b
o

傍
働
者
の
智
識
能
力
幼
秘
な
ふ
我
郊
の
現
般
に
於
て
漫
然
鰍
労
働
者
に
閣
総
を
勤
め
、
而
し
て

其
閥
憾
の
行
動
を
…
に
枇
労
働
者
議
の
任
意
仁
放
任
す
る
は
勿
輪
、
利
器
縦
用
の
危
険
あ
る
を
沼
地

れ
な
る
可
営
号
、
智
織
能
力
の
幼
稚
な
る
と
共
に
企
業
家
に
封
ず
る
敵
機
必
宅
亦
米
、
だ
殺
し
く

殺
法
せ
念
る
今
日
仁
於
む
、
勉
て
之
を
善
導
し
、
英
組
織
の
港
周
に
慣
熟
す
る
・
仁
議
カ
せ
ば
、
給
制
ホ

‘

峨

W
J
働
者
の
一
組
織
一
色
町
4

d

.

H

句

、

ら

同

九

R
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、、'. 
、

〉

込町‘， 
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 色h民
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，
 

も

、



也、
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駅}

第

働

者

の

組

織

は
却
て
良
好
な
る
芯
の
み
み
可
し
。
今
は
徒
仁
一
傍
働
者
の
無
能
鉱
山
一
節
制
を
一
五
錯
し
て
其
組
織

乞
妨
容
叉
は
抑
制
す
可
を
時
仁
非
歩
。
世
の
先
魔
者
文
ゐ
者
は
先
づ
奨
能
的
態
度
乞
取

1

り
て

自
家
の
利
袋
磁
保
に
注
意
周
到
な
る
峨
労
働
者
を
使
役
す
る
は
企
業
家

五
0 

之
に
部
ひ
可
を
な
I

り。

の
矯
に
…
大
不
快
北
る
の
棋
な
き
に
非
、
?
と
蹴
港
、
能
く
自
他
の
地
位
責
任
を
勢
知
し
、
知
戚
あ

b
節
制
あ
る
枇
労
働
者
を
使
役
す
る
乙
と
の
却
て
鉱
山
相
官
無
節
制
な
る
徒
濯
を
駆
使
す
る
よ
t
り
事

有
利
且
つ
容
易
な
る

7
7と
は
労
働
組
令
の
議
建
せ
る
邦
凶
の
企
業
家
の
…
般
仁
認
識
せ
る
所

な

先
脱
却
の
企
業
家
、
文
る
者
若
し
自
己
ノ
准
ん
で
傍
働
者
の
組
織
仁
訴
し
て
翼
進
的
数
導
的

態
度
に
出
て
労
働
者
の
組
織
に
-
劃
し
て
抑
極
的
敵
務
的
の
精
紳
を
抱
く
乙
と
な
く
、
却
〈
紙
切
働

委
員
舎
、
共
隣
的
闘
機
其
他
の
平
和
的
組
織
を
誠
鶏
推
奨
す
る
の
感
γ
ト
出
t
w
h

ば
持
働
者
の
地
位

翼
廷
と
勢
働
関
係
の
平
和
的
調
理
と
は
両
な
が
ら
之
を
悲
し
得
る
に
感
幾
る
ん
か
。

持
働
者

広
務
し
て
拡
勿
論
、
世
間
先
的
犯
の
識
者
企
業
家
仁
濁
し
て
も
亦
此
組
織
t
c
某
替
用
機
熟
之
に
議

カ
せ
ら
れ
ん
と
之
を
史
ひ
や
初
な

'hu

人

生

の
意
義
及
川
仏
僚
佑

(第一一一昭一)

(ル

1
ド
ル
ア
オ
イ
。
ケ

Y

の
新
人
生
税
)

E
Z
E
F
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貞

一
審
術
家
的
主
観
主
義
の
人
生
税

自
然
主
義
及
ば
紙
命
日
主
義
の
湖
統
は
現
代
の
実
化
生
活
に
於
い
て
は
多
〈
結
合
し
て
共
同

i

の
結
果
を
生

b
て
ゐ
る
隔
者
は
差
別
が
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
頗
る
近
似
し
た
刃
も
の
で
勃
れ

港
直
接
的
存
在
を
以
ウ
て
人
間
の
唯
一
の
.
世
界
と
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら

4

安
生
活
を
ば
必
然
環

境
仁
制
却
す
る
関
係
の
中
に
置
を
自
然
科
事
的
ヱ
義
的
と
安
際
的
政
治
的
と
の
差
は
あ
る
が
兎

一一、・、.・、:宮、・、

に
角
外
界
仁
封
ず
る
勤
勢
よ
I

り
あ
ら
ゆ
る
幸
一
臓
を
輪
以
期
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
く
て
溺
系
統

ア
l
バ
イ
ト
グ
ル
ツ

i
y

の
亥
佑
な
る
唱
の
綜
会
く
動
勢
友
化
の
佐
賀
を
帯
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
所
が
勤
労
女
化
に
於

い
て
綜
努
力
の
向
ふ
所
は
何
等
わ
の
働
を
鋳
し
思
惟
の
向
ふ
所
は
よ
t

り
ょ
を
将
来
を
来
コ
ん

6t 

と
す
る
に
在
る
そ
と
で
疑
が
起
っ
て
来
る
と
一
五
ふ
の
は
五
日
々
は
…
膿
無
必
な
女
化
の
過
程
の

器
械
と
な
J

り
手
段
之
な
っ
て
佼
立
つ
が
矯
め
仁
存
在
す
る
減
も
の
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ

ζ
t
，で

あ
る
一
度
か
、
る
考
が
魁
っ
て
‘
来
る
と
変
化
の
目
的
が
疑
は
る

h

や
と
ノ
に
な
よ
ツ
勤
勢
英
物
母

人

生

の

意

識

及

wv

債
依
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